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村内 こ道月止車
に 点東日域線

道町 のを
町所 かにか

浜
同み平路

４在 ら進ら道

民に

る 線 村起成敷

号す

、成法亀含至

地平椴を

華むり
有
林 田

年銃。、

猟）こ 番渡 郡

島 椴

月禁との

び山 華 １止の点 及檜 法

森 村 日区交か

か域点ら 林 に

平起境
計 所 番らを同
画 在

区 す の成点界

しし

端 。図歳千

たた日千東

は銃市
と 面湖歳

、猟美

北禁々番

海止の
、 境番 ２ 環域地 番 道区

北 、 活の ３ 生界

ニ 号

ル

成ス

平関
律

年法

月
平法

ら年

か７

日正

１大

成律

知にら除囲

道。れ９

内進町くま年

沿町元）た月

川み
線道町と区

元中の域日

路中川点で

道町の交ま

敷の線に

八 を川を至

九

くに、

除線北り

を
）路みの

。道進こ

国 を 道点

東至９く
道 南 をに年除

に
にる月。
） 号 進
み 進線

みに日と

で交 路 道 村囲まの 道 国
道ま

敷 浜れ点

４区起 除 と
町たを 号を

）

線と 交。

号域点 く の

と線
とし 点

椴 る 一
の９、南

国法 部年しを
村 区月こ東

道華
のに 域
まかみ 班 矢

日点進 林 号
尻 でら椴

村 と班 川華 橋小 同法 川
岸道 矢と 左
を矢 尻

端 、 環東 ６ 部

上尻 川小

境

を

自結 、 室

ぶ

環北線 、 然

か

課道ら 、 境海

北

び事西 、 及知

側 関

所

係堀番に

第

支

年

第

月）

９号

日

、
り

よ
に

定
規

での

ま条

湯ら

のを道か

と敷道点

に。里道

点くの同

交除

至道

の、 にと

至）渡道

に点 、湯

点の り道

交こ

班

、
りの里ら

至か この

進線 の
に号 岸と
流３ 左

線交

一の 川界
みと 河境

敷般

備達番る

に地す

庁の在

い南敷

置也の川

え界河

銃
り
お

と
の

次



波に点かの道鞆目

北 海

７

線恵

間称域

期
続

存名区

平室らか

道 公 報

６

町に

間称域

期
続

存名区

しだ平丹

第

５

平野

間称域

期
続

存名区

３ら江番

号

４
名区

平
成
十称域
三
年
九砂番

堤至から点を町
東丁番 とりらなか南２

さ同に目地 の、同ぎら

の 交こ防

７ 点の波線境進
線起番か に点堤を界み

北西を点地ら 至かを北

、北にに東にの９ りら

、で こに進進に至１ま

み線４、 の海みみ進る

点面同室及

を比

び及 かを防蘭国に

同西須

成蘭室同ら

銃蘭

界進の

年猟市号境に島

禁にを
を絵端

月止所北線み西

域すに南鞆に

１区在東
に島り

かる進東半至

日

こ

平道室進の、

ら国み
蘭み西 成

号市な端の

羽雨字隣
年ととぎに点

沼竜伏接

空線成

知か

る

川ら年・郡古す

鶴雨 の下

町

左流月田竜番同

岸の１沼町
所並尾

に新日銃に、字

花ら禁在び白

至野か猟

同加

、南平止すに利

り
同ダ成区る
域丹町 所ム
かま年羽に番

南別

ま町 ３地成花

で字 ま２

銃に

奈 、での年湖市

及区 井

１禁在

江 番び域月猟所

か無
番日止す

並か区る 番 ら
に平知 １ 番びら域空 地

の び で同成川 及 ま
、市
西年う ２

月川砂１

二銃川及

十猟市び

五禁豊２

日止沼、

区町
番 域
１か

番１

火

ら３
から

曜

ら見波市道囲

まで
３ま

ま５び 同通堤と、

とた同、 防しと伊号れ

ぎ市の区３小 波てな達

を外さの交域丁橋 堤北

町 北防線境点。目内
２ 西波と界にた
し地丁 に堤の線至だ番

の、、の目 進の交とり

み先点

同端に交こ測３
増地

防に至点の量、番

登さ至か
波至りに点山

、北

月道別線りら

９国
市と

境交の海

日号ののこに
かを

での界点点面

まと

北通

点と至ら見

交線に
にて

起交、西し

をのり
面黒

とにの海大

点点こ

、りかを島

し至点

らで９の所
河す、 空の月沼在

知水
川面日川る

のま敷鶴、

右野で地田
び 天南び沼及 岸花及の

狗湖水河

の）面川

を区び地区

沢の並敷の

ち 、

通隣び

見域に及域

番豊９

沼月、 １

市 及番

日道

で花 １ ３、ま野 番 び地
及 、

南

番 び
番天
狗 地 １
並鼻 、 、番の １
び線 番
空終 、番 にの

日で、
、
番
番、
、
番

３ま
ら４
から
１か
番１

で、
まで

堤り、至か緑市の

、

の、こりら地町

先この、同１、

見と
端の点こ国絵丁清

し外

のこな通南

こ、ら 接水

か点さて防

点のぎ

ん同び

結る並

てす面

し 地

域
区

知点

奈延 １び 郡を 番及

長 か井

８

間称

期
続
存名

番
ら
、か
番１

番 ら の地

５

で かま 番番 番番地 ま ２

、１ 、 らで 地地 地地の

４、の 、の及 １１ まび か番、 番
地 、地２ 地番ら２ 番 で

の の、 地３、

の、ま ２４ １ １で及番 か及 番

、 か
ら番び地 らび 地

１ま

５ の

３３番番

かで か地
の で らのら、 番番 地 ま

地 地１３ １ 、
まかま番 の、 及

でらで地 １び
２番 、３、の 、番
ま並２ 地、地
の 番番でびか の
１１ 地地、にら
厚５ 番 及及 及の

真ま 地 び

番１６番１

３番び び８

地 苫番及地、及及

７１

びび の 小地びの

、、
２ 牧の４２番７２
、 市１か、地
の 字、ら
、１ 静３番番 及番
地地 川、ま

２、 のの １４で及び地
１１ 番、、び
、 地６及か

びら 番 かか番か

目成東

さ側同同丁平苫
共

線境番５

を界地丁

銃

北線の目番年和

地 東を西

６１禁

に北側番の月猟

に界のの日止

進東境地

ら域

同進線２境か区

み
同境同線平

４みを、界

水と地
目１界５を成

丁
側

丁蘭東

１室の

町、番
母境

目市
南

の町を

地南線

番恋界

の ４

ら目に

か丁東

１３

２ ３地

、まの番、２ ま、 １

か で２地 で

ら 、かの番 、番
地 ５ 番ら２地

の ま 地４及
ら 地１ で のまび 番か 番
の、 、 １で３ 地
、 及、、 ２４

番 び及 か番 地

５ 、ま地 番番 ら番び ２

での 地地 ４地
のの ま、、 、１

、町で 、 地２ か共及 、 、 ら 番和び 番 番８ ５ 地

、 の番番か ま番 、地 地
１地地ら で地 並

、か びのの から に番 １３ま

同ら地 か及で ５番

字ま地番 の らび、 市

の地 １ ５６

弁で
天、番 １ま 及 ま、
地 かで び で
、番 １

地２４ 地 らら地ら番

の、ま の ３

まので １ 番ま

、 、 地で及で３

ま、び、及番
び地 で

地 地

、及、番４の番 番

地、１ ５び

、、 の 番の 番

１ 地、地１番

、 のか地番番 の
１番１らの地地

ま、の、 番 及地、４４

びの

丁線丁順
進９

番目上目次年

に 地
の番北番み月

西地西地起
にま

端のにの点日

に１進
の、同る

至とみ、至で

点に丁に

、交更３線

り

ま

のに同目囲

こ
点至５

進
かり丁番れ

３

さ

、のぎ

で地な

ま番み
端の

丁北と

２の線

同６
を交

目

九番起点

〇

、

１しり

のと至

地点に

及、

か 番２１ で
、番番 ら 地かか

地地 ５ からら番
ま、 番ま のの ら５４地

ま 地で １４ でで、及 番、か

の ら及 ２

、、

地 番５ ４び 、 番

の 地地番、 ま の２ ので １番 番 地
、 １か

か地ら番 及地 、
、の５地 びら

地 １
、 ３３番で及番 か、地、番び地 の ら地４

１ 地 の、 ５番１番の 番

ま地、地

の、 ３ の での、

の区

ら、目地た

、

同こ
地点地、を

番の番１域

西ら１３く

のかの同除

点点

２のの

びここ

、。

域同な

区らら

のかか

）



平
成
十
三
年
九 ２地のでかで１

北 海

の及らら及

道 公 報

のの番

第

１ の地番１

号

び番地番

月 、の１、ら、、

二 ３ ３１か

十 及及ら番ま番番

五 びび３地で地地

日

１

６２まの、、の

か、で１
、及番番か ら

び地地ら 番
ま地番３かの５

火

かで

での地から２ま

、１、ら

曜 番ら、 ６か
番ら番ま地７

１５４び番 番番 び
、まま地地 地でで、の 番の か、及２ 地７ ら番

地番、 ７び か、 、地 、ら、 番の番 、番 地１地 番、 番地 ま番

２ 地６ 地の で地、の

、、 ま２ 、、

及及 ８ で及
び び及 、び 番番

１地
地 、、の番 番番 番番 ２

１地 地地 地

の 、、、 の 、

番１ 番 ２

及 地 及地

地 地び、の番び番 番 番

１地２地

、４

、、、、 、、番
地 番 番

地地 地 地番、番番番番

地地 か地

、、の、 の
１番 らか

、 地 番番番 及 ２の

び ２ 、の 地地地 、１ ののか番 ５
、 １２ら地 、 番

の 、 地番 、

１ 番番 番 の地

及 地
４ 、のび 番番地 地 ３の
、１３ 地地ま の

、ので ２ 、、 ２、 、 番

、 地番 番番 番 番 の地番

１

ま １ 、の

地 の ５地

地
で 及
、 番、 び
４ 地、番 の番

５地地

２

の 番 、の

１ 地
、 番か の
ら １ 地
の番３ 、

日

ででび

地９地でまま及

のまの、
、、 １で１

、 及、か番
ら地番番 び

のか地

５番７の地地番

のでか２らの

、地ま１

１

８
番１、ら、
番か ６ 地か

地ま５

のら番ま番地ら

まの、のでま

１４地で
１、で

及

番８

びで１

び 並 地地、地、 び番 、のの にか １地 １ 及番ら番 同

地 町 番か、
並 び地

び ３のまの 字 地ら
で７ 上 か

及、、 厚 らまに 、５
で同 ９ 真び町 番、か字 番９番 地ら のか地 番浜 地、

地厚 まらのま １

１ の真 でか番

１ ら か地、 番番番 の ら 番
５番１地 地地
地 まま地及の 、の番 地

１ でまび１

、、 で
、番 で 、３、

、、地
か番番番 番番

かか 地地番番地 ら地地

地 、地の

らら の

の１ １番 の

、 ２１ 番 、地

地

、のか 、番地 地 ２の地

地の ２
５ら の

、の１ １ 番及、２、 番 地び番 、 地番 の６地 番 の地

ま 番 １、

番地 ２ので 地 、

地、 ３ 、番、 の 、の ３ 番地
、３ 番 地の番 、番 の２地 地番地 、 の地の 番 １、

３地ま

８、
地及 び１

番 及ので
、び
７ か

、 ら

番 番
地 ま地

の か 、１地 １ での番 の
、 ら１
か 番３

ら 地ま番

、 ２、か番か

ら地ら番 、

まの地

９番５の６地番

で

、

番地ま１

及 ら地ま及 １５ 、

のでび 、番 び 番ま２、８ ３地
の 、、 地でかか

ま番番 、、 地で地地番 番の

でで 地１地 番番、まま
、 、、 、、地地

９

３の

間称域

期
続
存名区

番１ 地 、

１ 、地 番番及 の 、の 番地１地び １ の、の２ 、 地番

らま ２、か３ ので地

、

で 、

、 番

２ かの

及

、び 番番 及及ら１
地地 びび

３ まのの 、 番４３ 、、で
、及 地、
番び 番番の

地８ 地地、

番 ２
及のか のの
、地 び２ら ５

の 、、４か 、８ 、らま

及 地
の及び かま か、か１び らか らで ら及 、び、ら 、

ま７ まま

で、番ま
地で 、 でか で
、ら 、、
番の、

地 、

の、番 、ま 、か
ら で地 、

地番平苫６
小地ら

の地成東苫番か

柏 １の
及１年原牧の
ま 銃市 び及

、

２び月猟字、で

、２１禁柏

、日止原、
、 か区１ 番ら域番、
か 地番平地

、成の、ら 、地

から 番番での
、番 ２ら 地地番 かま地 及地番

、番 か地 番ま び らで

らま 地で ３地

、、 、で ま 番

、 番で 地番 地番番 番 ま、 地 の番 地地 地 でま

及で番地 のの の 、１

、の １３ ２地 び

１
及

、 の２ 地地 地び 番番 番
１、 の
１ 及

番 か
の 、の ５地 ２地 ら番 び

１ ま
で１
ら 地ら 、か 番か

か５で 番か

らま、 地ら及
び番 ので 地ま １ま、

７、地 ７ 、で、ので番

、かの 番、ら 番

２ 地、地番及 の番地ま の

九 地ので １、３び

一 、４ の３、 及

、 び、３及 番 ７、び、

、

、か地

、及の か 、

び４ ま らか 、で及 か、び、ら 、

ら まかか番ま 、 かで
ら、まら地で ら

の及 で

び 、及ま ま ま、びで、 でか で、 、、番ら 、、か番地 ら 、か地のま

４

年、かま 番

、

地番９７らで

の地月、
８ま １の
及１日及で、

び、まび、
、 で ２かか 、らら、 番

地
地びまま、 番及

でで

、、、

１ 及及 、の 番２び１ 地及 び番 、

番及 のび ２４

、、地

地び １２ の２ 及、 番の１ 地番２番 び、

、か

番 地、地 ２ら
の 、３番地 か

２か ら 番番ま地
、 地、
地で 番ら

の 地、 の 番 １ 、番 地番 ２番

及

４

、地

３ の
、、 で か地で ま ２番ま
、 ら
４

番 ま

の のの 、地 地地 で番 番
１１

のら らび 地か か及 番１

番 、ま まか ２６ ３３

４ らの、、地 番の 番

及２ 地ま、地
の番び、 ので
、番８地３ 地、の、、 、

か、の１で ら らま１か、 、で、ら 、番 まま、８
、ま地 かで で

での 、、ら、番

か

、

番５ら

番地番か

地の地ら
ま 、区の
まで 域

、で、
、

番地 ま地 の びで地ま 番、 １ ３

番で 地、、 及 か、 番 地 かび ら

か ら番番地 ６

ま地ら、地か番

で でら

、

ま 番、
で 地
１地番、 の番
地 、の、
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存名区存名区
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間称域間称域
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界南子のの交交域
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線と雪道のりら

域
区

第

称

期期

続続

存名区存名

の平波平鶴

間称域間

号

平
成
十
三
年
九４

銃室

成斗釧成石根

銃路

禁長

年猟市年猟市

禁北
２１区と

月止斗月止節

か市

日域番日域同

１区

平布

ら、ら昆

か４

平

と

成番成盛

、
年の 年

点にに

線４屈交交点点

ととにに至至

を線線点

、、

東のの至至りり

南

点、、ここ

に交交りり

点

みににここのの
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